理論をふまえた高齢者と子ども・若者の交流に関する研究の到達点―高齢者への効果を中心とした文献レビュー―　 by 崔 恩熙
Ⅰ はじめに
厚生労働省 (2017) は, 地域共生社会の実現に向け
て従来の制度・分野ごとの ｢縦割り｣ や ｢支え手｣
｢受け手｣ という関係を超え, 地域住民や地域の多様
な主体が ｢我が事｣ として参画し, 人と人, 人と資源




期待されている. 実際, 共生社会の構築へ向け, 高齢
者と子ども・若者の交流・相互理解をねらった実践活
動が多数行われてきている (大場 2014). そして, 平
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論文要旨
本研究の目的は, 理論をふまえた高齢者の世代間交流研究の実態および到達点を明らかにすることである.




めて少ないが, 主に Eriksonのジェネラティビティ論が用いられていた. ジェネラティビティは, 子ども・
若者との交流への参加または活動を促している. 異世代の肯定的なフィードバックはジェネラティビティを向
上し, さらに活動強化につながるという一連の正の循環が確認された. しかし, ジェネラティビティを発揮す
るために, どのようなアプローチで交流の場を設定すべきかについては議論されていない.
そこで, Eriksonの心理社会発達論の前提である ｢相互作用｣ と ｢相互関係｣ に注目し, ジェネラティビティ
の働きを検討することを提案している.
本研究は, 上記の研究仮説の提案にとどまり, 今後実証調査が求められるが, 日本における理論をふまえた
高齢者の世代間交流研究の到達点を示したことは, 関連研究の基礎資料になると考えられる.
キーワード：高齢者, 世代間交流研究, 理論, ジェネラティビティ




Achievement Point of Intergenerational Research Based on Theory :






ている. 具体的に, 主観的健康感, 自己実現, 有用感,
役割の獲得, 自尊心, QOLの向上, 抑うつの低減効
果, 生きがい感, 世代継承性 (Generativity) の増加,
若い世代への理解, 人間関係の広がりおよび地域共生
意識の向上等があげられる (Friedman 1997；藤原ら













る (Fox et al 1993；Venver Ven 2004；Kuehne &
Melville 2014).
なぜ, 理論に基づいた方法論を求めているのか. そ


























用い, ｢高齢者｣ ｢世代間交流｣ ｢異世代交流｣ をキー
ワードとし 2018 年 7 月に検索した. 1981 年 12 月か
ら 2018 年 7 月までに 270 件の文献が検索された. 270
件のうち, 重複や関係性の低い論文, 書評や大会要旨,
研究対象が高齢者ではないもの等 127 件を除外した.
まず, 残された 143 件の論文を高齢者の世代間交流研
究の実態を把握するための対象とした. 次に, 143 件
のうち論文のタイトルやキーワード, 抄録を読み, 理
論をふまえて分析している 6件を選定した. 加えて 6
件の著者の他の文献のうち, 理論を用いたもの 4件を




定された 143 件の論文を対象に時系列的に 1981 年か
ら 5年ごとに分け, その研究推移を把握し研究内容別
に分類した. そして, 最終分析対象として選定した
10件の論文は, JudithGarrard (2012) によるレビュー
・マトリクス方式を参照し分析を行った. レビュー・






るために 143 件の論文を時系列的に 5年ごとに分け,
研究推移及び研究内容別に分類した. 1981 年から 5
年ごとに分類してみると, 1981 年～1985 年が 3 件,
1986 年～1990 年が 0 件, 1991 年から 1995 年が 0 件,
1996 年～2000 年が 6 件, 2001 年～2005 年が 30 件,
2006 年～2010 年が 29 件, そして 2011 年以降が 75
件となっている. 最も古い研究は 1981 年のものであ
るが, 以降 10 年間は見当たらなかった. 関連研究の
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増加は 2000 年代に入ってから著しく, 2011 年以降急
増していることが見てとれる (表 1の右列の計).
次に, 研究実態を正確に把握するため, 研究目的を
中心に研究内容を分類した. 143 件の論文は, 表 1 の
ように 11 項目に分類された. 最も古い研究は 『社会
教育』 (1981) での世代間交流の事例報告であった.
研究内容別の件数をみると, 事例報告 (日本・外国)
が 44 件で最も多く, 高齢者の効果や影響に関する研





いる. その中で, 理論を用いている研究は 6件であっ





マトリクスを作成した (表 2). 対象論文のうち 7 件
はErikson (1963) の心理社会発達理論のジェネラティ
ビティ (Generativity) に基づいて, 2 件は Putnam
(1997) のソーシャル・キャピタル理論, 1 件は
Butler (1985) の高齢者のプロダクティビティ論を用
いた研究であった.





ジェネラティビティは ｢生殖性｣ ｢世代性｣ ｢世代継
承性｣ ｢次世代育成力｣ 等に訳されるが, 合意された
訳語はない. 本稿では ｢ジェネラティビティ｣ と表記
する.






















遺産｣ ｢創造性｣ という 5 つの構成要素に整理した.
























日本 外国 評価 開発
1981-1985 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
1986-1990 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1991-1995 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1996-2000 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 6
2001-2005 14 0 3 3 2 0 1 0 1 4 1 0 1 30
2006-2010 6 1 11 0 1 1 1 1 0 1 2 1 3 29
2011-2015 9 6 11 3 6 3 3 3 2 4 5 1 1 57
2016-現 3 1 4 0 2 2 4 0 0 1 0 0 1 18
計 36 8 29 7 12 6 10 4 3 10 9 3 6 143
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実施した. 回答者 404名 (67％) はすべて女性であり,
20 代が 21 名 (5.2％), 30 代が 86 名 (21.4％), 40 代
が 217 名 (53.7％), 50 代が 47 名 (11.7％), 60 代以
上が 33 名 (8.1％) であった. 活動から得られた関心
として 4つのカテゴリー (｢子どもへの関心｣ ｢仲間へ
の関心｣ ｢環境への関心｣ ｢本への関心｣) が抽出され





向けられていることが確認された. つまり, 30 代に










CFI＝1.000, RMSEA＝.000). その結果, 男性は 1
時点目のジェネラティビティと 2 時点目の行動の間
(β＝.20, p＜.01) と, 1 時点目の行動と 2 時点目の
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図 1 子ども・若者との交流のなかでのジェネラティビティ (筆者作成)
※注：この図は以下 4点の論文に基づき筆者が作成したものである.
①田渕恵・中川威・石岡良子・ほか (2012) ｢高齢者の世代性および世代性行動と心理的Well-beingの関係―若年者から
のフィードバックに着目した検討―｣ 日本世代間交流学会誌 2 (1) 19-24
②田渕恵・三浦麻子・中川威・ほか (2013) ｢高齢者における世代性 (Generativity) と次世代との関わり行動の因果関
係―性差に着目した検討｣ 日本世代間交流学会誌 3 (1) 35-40
③田渕恵・三浦麻子 (2014) ｢高齢者の利他的行動場面における世代間相互作用の実験的検討｣ 心理学研究 84 (6) 632-638
④伊藤ひとみ・亀井知子 (2015) ｢都市部における高齢者と小学生の世代間交流プログラムで生じる両世代間の交流及び
高齢者の generativity (世代継承性) についてのエスノグラフィー｣ 日本世代間交流学会誌 5 (1) 37-45
ビティへの影響があることが示された.



















































ビティ論に基づき, ①就労, ②ボランティア活動, ③
自己啓発 (趣味・学習・保健) 活動, ④友人・隣人等
とのインフォーマルな交流, ⑤要介護期の通所サービ
ス利用の5つのステージと定義している. 5つのステー
ジは, 重層的であり, 求められる生活機能 (＝健康
度) により高次から低次へと階層構造をなすとした.










































村山ら (2013) は, 地域高齢者を対象に世代間交流
型活動 (学校支援・高齢者介護・育児支援のボランティ









一方, 村山ら (2013) は地域を検証対象としている































して, 2001 年に改正された ｢高齢社会対策大綱｣ で
は, 高齢者と若者世代との交流機会を確保するととも






次に, 2006 年～2010 年では横ばいであるが, 高齢
者への効果・影響に関する研究が大半を占めることが
特徴である. この時期には高齢者の社会参加や生きが










には 2005 年以降, 社会福祉学 (86 件) や教育学 (148
件) に加え, 保育学 (55 件), 老年学 (21 件), 看護


































ネラティビティは調和性, 人生満足度, 幸福感, 自尊
心, 目標性, 精神的健康, well-beingといった適応
的な心理特性と正の相関をもち, ②情緒不安定性や抑
うつ性といった非適応的な心理特性と負の相関をもつ































































ことが条件となる. ｢相互作用｣ では, 対話や行為を
通して相互作用を促し, 相手を受け入れる関係性が構
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